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すぐに実行することが大事 

～平櫛 田中(ひらくし でんちゅう)～ 

校長 門脇 利種 

 「いまやらねば いつできる わしがやらねば だれがやる」この言葉 

を書いたのは誰か知っていますか。私も聞いたことはありましたが、誰の 

言葉かということまでは知りませんでした。この言葉は、明治・大正・昭 

和の三代にわたり活躍した有名な彫刻家、平櫛 田中先生です。 

 田中先生は、苦しいことや辛いことにも負けずにがんばり抜いて、素晴 

らしい彫刻家になった方です。 

 「人は思ったらすぐに実行しなければならない。思っているだけで今やらなければ、い 

つまで経ってもできません。そして、私がやらなければ誰がやるのですか」と口癖のよう 

におっしゃっていたそうです。田中先生は若い頃、台東区谷中のお寺にお住みになり、上 

野桜木のアトリエで作品づくりに励んでいらっしゃいました。文化勲章という、芸術など 

の分野で活躍した方に贈られる勲章ですが、田中先生は受賞を記念し、書 

（いまやらねば いつできる わしがやらねば だれがやる）を自分の母 

校の子たちのために送ったそうです。田中先生はこの言葉が好きで、何枚 

も書いて学校や子どもたちに渡したそうです。ともすれば、勉強や練習は 

後回しにして遊んでしまいがちです。しかし、後回しにせず、毎日、コツ 

コツとやることで、努力が実を結ぶことを田中先生の言葉が教えてくれて 

います。 

 田中先生は幼い頃、たくさんの本を読んで勉強したそうです。家が貧しかった田中先生 

は、１４歳になった頃、丁稚奉公といって、お店に住んで働くことになりました。大阪の 

店では、朝早くから夜遅くまで、掃除や水くみをするなど苦労して働きました。 

 彫刻家になろうと思い、大阪の人形師の弟子となり、修行を続けながら、彫刻家への夢 

を見ていました。その後、東京に出てきて、岡倉天心先生という先生と出会い、腕を磨き 

ました。近くにある東京芸術大学の先生として、学生たちに彫刻を教えました。年をとっ 

ても、彫刻をたくさんつくり、亡くなる１０７歳まで精力的に作品を作り続けました。田 

中先生は、１００歳を超えた頃、医者から「先生の身体は７０歳」と言われ、それから３ 

０年分の木材を買い込んで、上野桜木にあったアトリエに運んだそうです。  

 思い立ったらすぐに行動を起こすところは、本当に田中先生らしいところです。田中先 

生は、「鏡獅子」といって歌舞伎をテーマに大きな作品をつくります。 

 なんとできあがるまでに２０年かかったのです。モデルになった役者さんは亡くなり、

田中先生もすでに８６歳のおじいさんになっていました。今、その素晴らしい作品は、国

立劇場のホール建て替えにに伴い故郷の岡山県井原市で常設展示されています。 

 田中先生は、「何でもええからこれという仕事を決めたら、ずうっとコツコツとやり通 

すこと、ええがな」とよく、子どもたちには語っていたそうです。 

 今日やるべきことは明日には延ばさない。そう心に誓うことの大切さを教えてくれてい

るようです。 
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５月８日（木）「コミュニティ・スクール」の指定にもとづく第１回の学校運営協議会が開催さ

れました。「コミュニティ・スクール」とは、学校と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出し合

い、学校運営に意見を反映させることで、一緒に協働しながら子供たちの豊かな成長を支え「地域

とともにある学校づくり」を進める法律（地教行法第 47条の 5）に基づいた仕組みです。協議会

では校長から学校経営方針の説明をし、委員長の確認及び今年度の予定をご連絡しました。 

・・・・・・・・・・・・・令和７年度 学校運営協議会委員・・・・・・・・・・・・・・ 

川畑 美和子様   三笠 俊彦 様   村山 孝   様   瀧島 啓司 様 

江川 直樹 様   梶山 由美子様    栗田 美佳 様   臼倉 美里 様 

田中 若葉 様      彌榮 真知子様   細川 猛彦 様 

 

   

 

活躍する一中生！ 

雨天による延期が続き、平日の半日開催となった本番でしたが、５００人を超えるたくさんの方々にご

参観いただきました。開会式では全校生徒が声を出し合い、会場の皆さんにもその熱気が伝わったのでは

ないでしょうか。限られたプログラム種目の中、クラス・学年の力を合わせた熱戦が繰り広げられました。

実施後のアンケート・作文では、達成感が味わえたこと、上級生から受け取ったバトンを来年につなごう

とする決意などが多く語られていました。これからも、一中の良き伝統を脈々と受け継いでいこうとする

生徒の勇姿を、温かく見守っていただけますようお願いいたします。運動会実施へのご理解とご協力をあ

りがとうございました。                    保健体育科  

                               

美術部    

運動会の全体スローガンを部員一丸となって制作しました。 

現在、体育館に飾ってあるので、じっくり見てください！   

第７８回運動会 

★ボランティアカードについて★ 
小金井市教育委員会よりボランティアカードが配布されました。学校からも、様々なボランティア

を紹介していきます。支え合い、助け合える社会になるよう自発的に活動してみましょう。ボランテ

ィア活動をしたら副校長のところに来てください。実施確認スタンプを押します。 

学校運営協議会  


